



















きくなり，特に5 ～ 7%Feと20，25%Feの硬さは著しく大きかった。伸びは小さかったが7 ～ 11%Feの
破断面の一部に延性破壊を認めた。耐摩耗性に優れる金属は優れた硬さと伸びを持つことが知られて
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Ti-Fe合金層はチタンと比較し耐摩耗性に優れ，特に700℃で10 ～ 20分と，800℃で10 ～ 30分の熱処理
条件ではバルクとしてのTi-Fe合金以上に耐摩耗性に優れる表面が得られた。本手法によるTi-Fe合金
の表面は，硬さと伸びを兼ね備えた表面構造を有すると考えられ，傾斜構造をとりながら連続的にバ
ルクと一体化して剝がれることのない耐摩耗性向上のための表面改質法として有望である。熱拡散は
チタンの融点よりはるかに小さい温度の熱処理で行えるため，チタンの形状を変えずに任意の部位に
耐摩耗性が付与できる。
本研究の成果はチタンの耐摩耗性向上に寄与する金属生体材料学における学術面の進歩へ貢献する
のみならず，耐摩耗性を必要とするチタン製の医療デバイス，歯科補綴物への応用可能性を提示して
いる。従って，本論文は歯学の学位に相応しいものと判断する。
